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Abstract

In view of the importance of university-based comprehensive community sports clubs, Teikyo Heisei 
University established the Teikyo Heisei Sports Academy (THS Academy) in 2013. The university 
operates it with the help of the local community. As one of its activities, the Physical Strength 
Visualization Project was mainly initiated by students and faculty members with the aim of improving 
awareness regarding health promotion by understanding the physical features of one’s own body. It 
has been three years since physical fitness measurement meetings were launched for local residents. 
Initially, the meetings were open only to the THS Academy’s senior program participants, but they are 
currently accessible to participants of all ages (junior, middle, and senior participants). In line with 
this expansion, initiatives were taken to reselect parameters and visualization of measurement results. 
These initiatives made it easier to compare one’s own results with the participant’s average-age and 
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１．はじめに

　高齢社会が急速に進行している我が国の平均寿命
は，2017 年データでは男性 81.09 年，女性 87.26 年
と前年を上回り，更に延伸が予想される１）．平均寿命
の延伸に伴い，Quality of Life や社会保障の側面から，
健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活で
きる期間である健康寿命をいかに延ばすかが重要課題
となっている．平均寿命と健康寿命との差は，2016
年版 厚生労働白書によると男性 9.13 年，女性 12.68
年と報告され２），更なる健康寿命の延長に向け「健康
日本 21」や「健康寿命延伸プラン」など，様々な政
策が施行されている３，４）．その中で，スポーツ庁では，
スポーツ基本計画に基づき，国民のスポーツ参加を促
進する取り組みの充実を通じ，国民の誰もがいつでも，
どこでも，いつまでもスポーツに親しむことができる
生涯スポーツ社会の実現を目指し５），その実現に向け
た政策の１つに総合型地域スポーツクラブの育成と普
及がある．
　総合型地域スポーツクラブは，人々が身近な地域で
スポ－ツに親しむことのできる新しいタイプのスポー
ツクラブで，子供から高齢者まで（多世代），様々なス
ポーツを愛好する人々が（多種目），初心者からトップ
レベルまで，それぞれの志向・レベルに合わせて参加
できる（多志向）という特徴を持ち，地域住民により
自主的・主体的に運営されている．
　1995 年度から総合型地域スポーツクラブの育成が
開始され，2019 年 7 月には創設準備中を含め 3,580
クラブが育成され，それぞれの地域において，スポー
ツの振興やスポーツを通じた地域づくりなどに向けた
多様な活動を展開し，地域スポーツの担い手としての
役割や地域コミュニティーの核としての役割を果たし
ている６）．
　総合型地域スポーツクラブの運営主体は市区町村が

主で，大学を拠点とした取り組みとして，帝京平成大
学では千葉キャンパス・ちはら台キャンパスの設備と
人材を活用し，2013 年に帝京平成スポーツアカデミー

（以下，THS アカデミー）を創設し運営を開始している．
拠点となる大学は高等教育機関であり，「教育」と「研
究」および「社会貢献」を使命に，専門機器および専
門施設，専門知識を持った研究・教育者を有している．
大学が生み出すことのできる利点を活用しながら運営
することは，総合型地域スポーツクラブの担う役割に
効果的な影響を及ぼすことだけでなく，運営に参加す
る大学の教職員，学生，相互に新たな役割の創設に寄
与するものである．
　2017 年より地域貢献活動の一環として，THS アカ
デミーのシニア向けプログラム参加者へ「いきいき！ 
体力見える化プロジェクト ～体力測定による自己の身
体特性の理解～」と題し，対象者自身が身体的特徴を
理解することにより健康増進への意識向上を目指して
体力測定会を開始した．その後，ブラッシュアップを
行いながら活動を継続し 3 年が経過した．今回，過去
の活動実績を踏まえ 2019 年度の活動および課題と展
望を報告する．

２．帝京平成スポーツアカデミー

　大学を拠点とするクラブとして全国で 25 番目，千
葉県内では初めての試みとして千葉キャンパス・ちは
ら台キャンパスにおいて，地域住民，教職員，学生が
一体となり運営する新しいタイプの総合型地域スポー
ツクラブが創設された．
　現在では，様々な年齢層・志向・レベルに合わせた
約 40 種のプログラムを提供している．2017 年からは
文化講座も新たに追加され，活動は質量共に全国的に注
目されている．会員数は 2018 年 3 月末時点で約 600
名を有し年間延べ参加者数は約 1.8 万人におよぶ７）．

understand the relationships among the measurement parameters. These activities were initiated 
to strengthen publicity aimed at raising awareness for the Physical Strength Visualization Project. 
Moreover, they have collaborated with various other events sponsored by the government, such as, 
research activities. The Physical Strength Visualization Project is expanding and improves every year. 
Hopefully, in the future, this project will make multi-faceted contributions to the local community as 
a comprehensive community sports club, while continuing its activities and utilizing the advantage of 
being based in a university.
Keywords: 総合型地域スポーツクラブ，体力測定会，大学，地域貢献
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３．いきいき！体力見える化プロジェクト

　「いきいき！体力見える化プロジェクト」は THS ア
カデミー事務局の協力を得て，2017 年より健康医療
スポーツ学部理学療法学科教員および学生サークルで
あるスポーツ力学リサーチサークル，理学療法学科学
生有志により立ち上げた活動である．この活動は地域
住民向けの体力測定会を開催し，身体機能評価を行う
ことにより対象者自身の身体的特徴の理解を促し，健
康増進への意識向上と自身に適した健康増進プログラ
ムの選択の一助となることを目指した．また，学生が
運営に参加することで実学教育の実践，社会人基礎力
の育成ともなり，さらに THS アカデミーの地域貢献の
向上に繋がり効果拡大に寄与することを目標としてい
る．

４．過去の活動実績

（１）2017 年度実績
　THS アカデミーのシニア向けプログラムである，太
極拳，ラージボール卓球およびシニアウォーキング参
加者に対して，8 月・11 月・2 月の 3 回，体力測定会
を開催し各回とも約 50 名が参加した．体力測定会を
通じて概ね 3 ヶ月間の身体機能の変化を把握し，参加
者の希望により年度末に身体機能評価結果のフィード
バック，健康増進に向けたアドバスと健康講話を理学
療法学科教員が実施した．

（２）2018 年度実績
　前年と同様に THS アカデミーのシニア向けプログラ
ム参加者に対し，年 2 回の体力測定会を開催した．ま
た，体力測定会への参加者増加を目指してキャンパス
周辺の地域住民向けに地域情報誌へ開催広告を行い，
帝京平成大学千葉キャンパスで開催されたオープン
キャンパスと同日に，ジュニア向け（6 ～ 19 歳）・ミ
ドル向け（20 ～ 64 歳）・シニア向け（65 歳～）の体
力測定会を 2 回実施し，各回ともに約 50 名の参加が
あった．

５．2019 年度の重点事項と実績

　THS アカデミーのシニア向けプログラム参加者に
対しての体力測定会と全年齢層を対象とした地域住民

（ジュニア・ミドル・シニア）向けの体力測定会を一体
化させ，2019 年度は年 2 回（7 月・9 月）の全年齢

層を網羅した地域住民向けの体力測定会を開催した．
開催回数を厳選したことにより人材と準備の充実に注
力することが可能となり，以下の重点事項を設定し，
従来までの方法の修正や新たな取り組みを追加し，一
層のプロジェクトの効果を強化させた．

（１）全ての年齢層を網羅した身体機能評価項目の選定
　昨年度までのシニア向けプログラム参加者への体力
測定会における身体機能評価項目は，日本理学療法士
協会作成の「身体的虚弱（高齢者）理学療法診療ガイ
ドライン」８）のエビデンスレベルの高い評価項目より，
筋力指標（握力・膝伸展筋力・立ち座りテスト），柔軟
性指標（長座体前屈），バランス指標（閉眼片足立ち，
Functional reach test），歩行・移動指標（歩行速度，
Timed up and go test）の 8 項目を測定項目としていた．
また，ミドル向けの測定項目もシニア向け項目と同様
で，ジュニア向けはスポーツをしている参加者が多い
ことを想定し，スポーツのパフォーマンス指標（Stand 
up test，Hop test，片脚幅跳び）の 3 項目を設定して
いた．
　2019 年度は，自身の年齢平均値との比較が可能と
なるように，従来の項目に加えてシニア・ミドル・ジュ
ニア向け項目に文部科学省の「新体力テスト」９）より
項目を選定し追加した．結果，ジュニア向け 8 項目，
ミドル向け 9 項目，シニア向け 11 項目と増加させ，
身体機能の詳細が把握可能となった（表１）．

（２）身体機能評価結果をより可視化する取り組み
　従来までの体力測定会の記録用紙は，測定結果を年
齢平均値が記載された横に記入し自身の結果と年齢平
均とを比較していた．そのため，結果をどのように解
釈するか困惑する参加者が見られた．また，筋力指標
とバランス指標などの各項目間の関係性を把握するこ
とが困難であった．それらの反省より，更に測定結果
の理解を容易にするために視覚的に判断できること，
各指標間の関係性を一目瞭然にするため，参加者の測
定データをコンピュータに入力し，自身の結果と年齢
平均がレーダーチャートで描出できるプログラムを開
発し，結果を返却する方法とした．参加者より「年齢
平均と比較しやすい．」，「項目間の関係性が分かりやす
い．」など好評を得た（図１，２）．

（３）啓発活動に向けた取り組み
　プロジェクトの目的と効果を普及させるべく体力測
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図１．従来の記録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．従来の記録用紙

 

表１．2019年度 身体機能評価項目 

ジュニア向け ミドル向け シニア向け
～ 歳 ～ 歳 歳～

測定項目数 項目 ９項目 １項目
握力 握力 握力

上体起こし 上体起こし 上体起こし
長座体前屈 長座体前屈 長座体前屈
立ち幅跳び 閉眼片足立ち 閉眼片足立ち
閉眼片足立ち 開眼片足立ち 開眼片足立ち
片脚幅跳び 立ち座りテスト 立ち座りテスト

歩行速度（ ） 歩行速度（ ）
歩行速度（ ）
歩行速度（ ）

 

 

 

 

 

表１．2019年度 身体機能評価項目
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定会参加者の増加を目指し，昨年度まで体力測定会の
開催案内は THS アカデミー参加者への周知と地域コ
ミュニティー情報誌への掲載のみであったものを「広
報 いちはら」へも開催案内を掲載することで広報範
囲を拡大させた．そして，体力測定会を帝京平成大学
千葉キャンパスのオープンキャンパスと同日に開催
し，来場者へ健康増進の重要性を伝える新たな機会と
なり、7 月の体力測定会では 60 名を超える参加があっ
た（図３）．また，9 月の第 2 回開催では千葉県教育
庁主催イベントであるスポーツ立県ちば推進月間事業

「スポーツで元気いっぱい！親子体験イベント」の一環
として，「身体機能測定会」を同時に開催した．市原市
内の小学生と保護者，合わせて 20 名の参加があり親
子で体力測定を楽しむ姿も見られた（図４）．当日は台
風の影響により参加者は少なかったものの親子参加イ
ベント 20 名，地域住民およびオープンキャンパス参
加者 23 名の計 43 名の参加が得られた．

（４）研究活動の開始
　帝京平成大学倫理委員会にて許可を得た「大学にお
ける総合型地域スポーツクラブでの健康増進プログラ
ムの効果について（研究責任者：筒居直美，承認番号：
29-122）」と「介護予防事業における簡易的身体機能
評価法の開発研究（研究責任者：丸山陽介，承認番号：
30-118）」の 2 研究について，説明文を用いて研究協
力を依頼し，書面による同意が得られた参加者の体力
測定会でのデータの利用を開始した．来年度以降も研
究活動を継続していく予定である．

６．2019 年度の活動を振り返り

　2019 年度は重点事項を掲げ，従来までの活動内容
を見直し，修正や新たな取り組みを導入した 1 年であっ
た．具体的には，身体機能評価項目を年齢平均と比較
できるよう文部科学省の「新体力テスト」より測定項

 

 

図２．2019年度の記録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．2019年度の記録用紙
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図３．体力測定会の様子（2019.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．体力測定会の様子（2019.7）

図４．スポーツで元気いっぱい！親子体験イベントの様子（2019.9）

図５．運営スタッフ

図４．スポーツで元気いっぱい！親子体験イベントの様子（2019.9）
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目を追加し，測定結果の可視化を容易にするために年
齢平均と共にレーダーチャートとして出力し参加者よ
り好評が得られた．そして，健康増進に向け自身の体
力を可視化することの重要性を啓発するため，体力測
定会を大学オープンキャンパスおよびスポーツ立県ち
ば推進月間事業「スポーツで元気いっぱい！親子体験
イベント」と共同開催することにより幅広い年齢層の
参加があった．
　大学が拠点となる総合型地域スポーツクラブの担う
役割を考慮した際，大学の使命である「教育」，「研究」，

「地域貢献」の側面から見ると，教育面では 2 回の体
力測定会において延べ約 100 名の理学療法学科学生が
運営ボランティアとして参加した（図５）．運営に参加
した教職員，学生にとっては本学の建学の精神の実践
の場ともなり，学生は将来，医療専門職として必要な
対人技術およびコミュニケーション能力の育成の一助
ともなり，延いては社会人基礎力の向上にも寄与する
ことに繋がった．
　研究面では倫理委員会の承認を得た研究が開始さ
れ，今後更に推進し拡大する機運を創り出すきっかけ
となった．また，本プロジェクト自体が地域貢献の一
端を担っているが，教育および研究が更に推進するこ
とで，一層広義の地域貢献へ波及していくことを目指
している．

７．課題と展望

　課題としては，体力測定会は多くの学生ボランティ
アにより運営をされている．ボランティア学生は理学
療法学科 2 年生から 4 年生まで幅広く，コミュニケー

ション能力、基礎知識、測定技術等に差があることか
ら，今後，測定の再現性や安全性をいかに担保するか
が課題である．これに対し，本学科年間事業計画の１
つに掲げ，学年間の引継ぎを確実なものとし，適宜，
使用している測定マニュアルを修正し加筆する必要が
ある．また，2 回の体力測定会で合計約 100 名の参加
者があったが，更なる増加を目指して啓発活動および
広報活動の検討も必要である．
　今後の展望として，地域住民の健康増進への意識向
上を目指し，自身の身体的特徴を理解することを目的
とした体力測定会を地域総合型スポーツクラブの理念
である，「多世代」，「多種目」，「多志向」の観点から推
進させたい．幅広い年齢層の様々な種目・志向の多様
なレベルの方々を参加可能にするべく，身体機能評価
項目を設定し，多くの方々が参加する体力測定会にし
ていきたい．また，得られた測定結果をどのように解
釈し，どのように自身の生活に反映させていくか，ど
のような運動習慣が自身に最適なのか，結果を次のス
テップへ繋ぐ活動も推進していく必要がある．
　現在，理学療法学科教員が測定結果の説明を個別に
実施しているが，今後，測定項目の概要や健康講話等
の講演会の開催により，一層，自身の健康増進への意
識と配慮を高めていきたい．研究面では先行文献にお
いて地域住民に対する体力測定の開催報告 10）や体力
測定結果と社会的活動への参加 11）や転倒に関わる事
項 12,13）等との関連性についての研究，高齢者の体力を
把握するための身体機能測定項目の研究 14,15）等が散
見される．THS アカデミーにおける「いきいき！体力
見える化プロジェクト」も同様に多様で多角的な研究
テーマにおいて，様々な研究者が共同して成果を挙げ

図４．スポーツで元気いっぱい！親子体験イベントの様子（2019.9）

図５．運営スタッフ
図５．運営スタッフ
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ていくことができれば，設立趣旨である地域住民，学
生，教職員が一体となって運営する新しいかたちの総
合型地域スポーツクラブとして，更に役割を充実させ
る機会を創造できると考える．
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